
日産財団『理科教育助成』 

第 10 回理科教育賞－成果発表資料 

2019 年度助成 (助成期間：2020 年 1 月 1 日～2022 年 12 月 31 日) 

タイトル 
本校ならではの地域環境を生かし、郷土愛とプログラミング的思考を育む 

～「理科の見方考え方」で培う主体的・対話的で、深い学び～ 

所属機関 栃木県栃木市立赤津小学校 発表者 
校 長 植木 裕子 

元校長 関根 光弘 

実践の目的 

〇地域の教育資源の教材化 本校を中心とした周辺地域は、「天然ビオトープ」と言える

ほど自然豊かな環境にある。こうした教育資源を生かし、理科の見方・考え方を働かせ

教科横断的に学ぶことで、主体的な学習態度と深い郷土愛の育成をねらう。 

〇プログラミング的思考の育成 学習にあたっては「プログラミング的思考」に重点を置

く。考えるための技法について学習を重ね、思考の術と表現力を身に付ける。 

〇思考の定量測定 思考の関連性・系統性を探るために思考法の定量測定を試みる。特に

「思考過程の視覚化」に向けた方策として、おもにシンキングツールを活用する。蓄積

データをもとにプログラミング的思考の習得状況について評価を深める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和２年２月号 学校だより「あかづ」より～抜粋～ 

「日産財団理科教育助成事業」 助成決定！ 

 今回の観察では、寒空にもめげず、双眼鏡を手に野鳥を探す表情は、
どの子も生き生きとしていました。初めて愛鳥活動を体験する１年生は、
学校の桜の木にシジュウカラを発見。活動に慣れた上学年は、野鳥の名
前がすらすらと出てきて担任もびっくり。本郷橋向こうまで足を伸ばし
た６年生は、なんとカワセミの棲み家（？）にたどり着きました。講師の
先生も喜ぶぐらい、現在でも赤津川周辺は自然の宝庫であることが分か
りました。それぞれ「感動！発見！」の一日でした。 
 さて、赤津小学校では、これまでの実績をもとに研究助成事業
に応募したところ、来年度、上記の助成を頂くことが決定しまし
た。この機会を生かして、ビオトープ（観察池＆昆虫飼育場）の
設置など、益々、赤津の自然環境を基盤とした「ふるさと教育」
を推進してまいります。 

 

生活科・総合的な学習の時間 おもなふるさと学習関連単元  

１年 きれいにさいてね いきものとなかよし たのしい秋いっぱい 冬をたのしもう 

２年 大きくなあれわたしのやさい まちたんけん 生きものなかよし大作戦 

３年 生き物調査 栃木市じまん大作戦 

４年 栃木県の自然 生き物調査 高齢者にやさしく 障がいのある方にやさしく 

５年 ふるさとの魅力を伝えよう 水を守ろう 赤津小をよりよく 

６年 もっと知りたい異文化 ＳＤＧｓ都賀箒 カワセミを守ろう なりたい自分に向かって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 研究の始まりに －ふるさと学習の環境を整備する－ 
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理科の学習は、児童が自然に

親しむことから始まる 
-小学校学習指導要領解説理科編- 

 

自らが生まれ育った自然を深

く認識することは、 

よりよく他の自然を対比させ

て観ることができ 

そこから郷土愛を大きく培う

こともできる 
-「都賀町史－自然編－」 

松本茂男氏記述引用」- 
 



２ 「プログラミング的思考」育成のための実践計画 

実践の内容 

１ 赤津小ならではの教育資源の教材化  ※前頁記載のとおり※ 

２ プログラミング的思考の育成 

(1) 考えるための技法を学ぶ 

 ・「シンキングツール・フローチャート」を取り入れた授業づくり 

 ・学習過程を意識した構造的な板書計画 

(2) ふるさと教材をもとに考える 

  ・３年生 理科「ヒマワリ栽培」→「野鳥への給餌活動」→「昆虫ビオトープ作成」 

  ・４年生 総合「観察園計画」→「バタフライガーデン計画」→「エノキ植樹」 

  ・５年生 総合「赤津川生き物調査」→「観察池計画」→「水中植生物の保護観察」 

  ・６年生 総合「郷土を守る」→「地場産業」→「ホウキモロコシ栽培」→「座敷箒づくり」 

３ 蓄積データに基づく定量測定による評価・考察  ※後半頁記載のとおり※ 

 

３ 「ふるさと教材」をもとに考える～実践例～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ビオトープ完成！赤津地域みんなの「愛の結晶」です◇～2020年 12月学校だより抜粋～ 
 

 
◇愛鳥活動～赤津の鳥を守るために～～2020年 2月学校だより抜粋～ 

 
平成７年１月の一月間に観察された野鳥 

～愛鳥モデル校調査集計表より～ 
チュウサギ・ダイサギ・コサギ・ゴイサギ・マガモ・カルガモ・コ

ガモ・オナガガモ・トビ・オオタカ・チョウゲンボウ・キジ・コジ

ュケイ・キジバト・カッコウ・ヤマセミ・カワセミ・アカゲラ・ヒ

バリ・ツバメ・キセキレイ・ハクセキレイ・セグロセキレイ・ヒヨ

ドリ・モズ・ジョウビタキ・ツグミ・ウグイス・エナガ・ヒガラ・

ヤマガラ・シジュウカラ・メジロ・ホオジロ・アオジ・ベニマシコ・

マヒワ・ニュウナイスズメ・スズメ・ムクドリ・カケス・オナガ・

ハシブトガラス・ハシボソガラス・ベニスズメ 等 

 

 

今回の３日間に 

観察された野鳥 
アオサギ・ゴイサギ・ノスリ・キジバト・カワ

セミ・キセキレイ・ハクセキレイ・セグロセキ

レイ・ヒヨドリ・モズ・ツグミ・シジュウカラ・

スズメ・ムクドリ・ハシブトガラス・ハシボソ

ガラス・カワウ・ビンズイ・イソシギ 等 
 

２５年間が経過し、野鳥にとって大きく環境

が変化していることがわかります！ 



４ 「ふるさと教材」をもとに考える～思考例～ 

 

 ◇思考ツールを用いて「愛鳥活動」をまとめる（研究２年次－４年生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「ビラミッドチャート」活用 

思考スキル … 焦点化する・構造化する 

 全員同じツールを用いながらも、分類の仕

方に工夫が見られる。Ａ児は鳥の体の大きさ

に着目。他の児童では、観察された数を元に

表し、その生態への考察を深めていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   

「イメージマップ」活用 

思考スキル … 関係付ける 関連付ける  

多面的に見る 具体化する 

 活動後「ふるさとの野鳥を守る」を目的に、

全員で話し合う。現状を分析するとともに、具

体的な対策を見出した。  
 

 ◇思考ツールを用いて「環境問題」を考える 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

クラゲチャート 

関係付ける 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

イメージマップ 

構造化する 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

ＰＭＩ 

多面的に見る 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

同心円チャート 

推論する 

  
 

５ 「プログラミング的思考」を評価する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プログラミング的思考の育成として、

生物、地学などの地域資源を「共通性・

多様性」の視点で捉え、「比較」「関係付

け」｢条件制御｣「多面的」に考えるな

ど、思考過程の視覚化を工夫しなが

ら自在に意識的に思考を働かせる
「深い学び」の実現を目指す。「問い続け

る」なかで「互いの考えを尊重」しなが

ら話し合い、既習の考えを、少しずつ 

｢科学的なものに変容｣させる、理科

教育における学び方を展開する。また、

学習活動にタブレットを活用したプレゼ

ンテーションなどを取り入れ、「自分の考

えをよりよく主張する力」の育成にも努

める。総合的な学習の時間を横断的に扱

い、発達段階に合わせ系統的、段階的な

研究実践をねらっていく。 

 



６ 「プログラミング的思考」を評価する 

  「ルーブリック評価」に基づく「思考スキル調査」～ 一部抜粋 ～ 

思考スキル 質 問 ※比較・多面的・分類のみ抜粋し紹介※ 

比較する 

観察しているもの（トンボとチョウなど）につい

て、ちがうなかまでも、共通点があることに気づく

ことがよくある。 

比較する 

観察しているもの（自分のアサガオと友達のアサガ

オなど）について、同じなかまでも、ちがっている

点があることに気づくことがよくある。 

多面的にみる 
物の見方や考え方が友達と自分でちがっていること

に気づき、新鮮に感じることがよくある。 

多面的にみる 

解決したい問題があるとき、方法を何通りか（なる

べく多く）考えて、一番いい方法を選ぶようにして

いる。 

分類する 
なぞなぞや推理クイズなどを考えるとき、ヒントに

なることを整理して考えることが得意だ。 

分類する 

整理整とんの時には、同じようなものどうし、なか

ま分けをしながら行っている。 

 

７ 「プログラミング的思考」を評価する 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価観点には、思考スキル名に変えて、その思考スキルが現れるような身近な言動を具体的に記述して、

児童が自己判定しやすくなるようにした。そのルーブリックを「思考スキル調査」と題して、２学期９月

と２学期１２月に、４～６年生でそれぞれ実施した。結果は上のグラフの通りである。実践３年目とあっ

て、シンキングツールの継続的な取り組みによる思考スキル向上が、いわば飽和状態となって伸び悩んで

しまうことも懸念されたが、そのようなことはなく、９月～１２月において成長が見られた。特に、２０

ポイントも増加した思考スキルが、６年生の「比較」「多面的」「分類」であった。６年生では、総合だけ

でなく社会や国語など、思考スキルの向上とともに学習全般にわたって各児童が自然と論理的な思考をし

ている様子が見られた。例えば、国語の「私たちにできること」という単元では、「筋道の通った文章にな

るように構成や展開を考える力の育成」をねらっているが、これは正に目的に向かって順次的に処理をす

るプログラミングに通ずる。この単元で各児童が自分の考えを構築し、友達と進んで意見を交わしながら、

自分たちの住む地域の環境を守っていく取り組みを計画した。一方で、４年生の１２月の評価が９月より

下回っている項目が多かった。担当教員によれば、評価観点の記述の主旨を理解できない児童が多く、そ

の説明に苦労したとのことであった。ただ、４年生が１学期から力を入れてきたプログラミング基本要素

の「順序」はしっかりと実感の伴う成長があり、達成度が高かった。実践の中から、評価観点の「分かり

やすさ」や「正確性」などの課題が見えてきた。 
 

８ 研究の今後の展開に向けて 

〇 赤津小ならではの教育資源の継続活用を目指して 

〇 今後の課題として 

〇 実践成果のさらなる発展に向けて 

～調査用紙リード文より～ 

思考の方法には、いろいろな種類が

あります。いろいろな思考の方法を知

っておくと、物事を深く考えるとき

や、問題を解決するときなどにとても

便利です。あなたは、今、どんな思考

が得意で、どんな思考が苦手ですか？

それを知っておくだけでも、これから

の学習の中で役に立つと思います。も

ちろん、まだまだ思考力は伸びます。

思考の技術（思考スキル）を身に付け

て、難問を突破できるような思考力を

手に入れよう！ 

 次の（１）～（２０）の質問に、「あ

てはまる」、「ややあてはまる」、「あまり

あてはまらない」、「あてはまらない

（わからない）」のいずれかを選ん

で、〇を記入してください。 



 


